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ブラインドを一番下まで降ろした時、下
図のようにコードイコライザーと操作ポ
ールのグリップ部の隙間がなくなるよう
にコードイコライザー内の昇降コードの
結び目を調整して取付けてください。

　　ラジオペンチでイコライザーのキャップ
　　をつまんで引抜き、古い昇降コードを取
外してください。そのコードイコライザーを
新しい昇降コードに取付けてください。

　　結び目をほどいた古い昇降コードに
　　新しい昇降コードをライターの火で
あぶって溶着してください。

　　ボトムレール下側についているテー
　　プホルダーを先端が細いマイナスド
ライバーで取外してください。

　　ボトムレール内から昇降コードを引
　　き出し、結び目をほどいてください。

　　ボトムレール側の昇降コードをカッ
　　トして結び目を作り、ボトムレール
の中に押し込んでください。

　　溶着しましたら手で引っぱって切れ
　　ないことを確認してください。

　　操作側から新しい昇降コードが出てく
　　るまで古い昇降コードを引き出してく
ださい。この時溶着部分が切れないように
静かに引き出してください。その後、古い
昇降コードの部分をカットしてください。

　　テープホルダーを取付けてください。
　　高さ調整機能がついているテープホ
ルダーは写真のようにラダーコードにセ
ットして取付けてください。
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まず交換用の昇降コードを用意してください。昇降コードの長さは次の計算式で算出してください。

ｎ：昇降コード本数　　Ｗ：製品幅(ｍ)　　Ｈ：製品高さ(ｍ) Hop：ワンボールの長さ

ｎ

２
ー（Ｈ＋Hop＋０.２）＋ ×Ｗｎ×

ご注文時には製品名、サイズ、色、必要ｍ数をご連絡ください。製品名、サイズ、色はメンテナンスシールに記載してあります。
（メンテナンスシールの見方は「メンテナンスシールの見方」のページをご覧ください）

昇降コードがまだ切れていない場合

対応製品：シルキー、　シルキーカーテンのワンポール式
　　　　　　（平成12年4月以降に販売した商品に対応します。それ以前の商品につきましてはお問合せください）
必要工具：マイナスドライバー、ライター、はさみ、ラジオペンチ、クリップ

昇降コードの交換方法（ワンポール式）

ブラインド

）すでけ向方な意得がＹＩＤ（ ★★★ 度易難

メンテナンスマニュアル
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この隙間にクリップ等を差し
込み昇降コードを引き出す。

ホールドバネ

　　シャフトについているＥリングを外
　　し、シャフトを抜き取ります。
（Eリングとはシャフトがずれないように
する為の金具です。ラジオペンチ等で挟
み抜き取って下さい。）

　　チルターカバーとボックスキャップを外し、ヘッドボックスからＯＰチルトギヤを抜き
　　取ります。

　　操作側のサポ－トからテ－プドラムを外した後、ラダ－コ－ド（先端クリッピング金物付）を外して、下図のＯＰストッパ－ケ－スの爪
　　をラジオペンチ等で挟み込み、サポ－トからＯＰストッパ－本体を外してください。

　　ＯＰストッパ－本体に新しい昇降コ
　　－ドを通す際は、下図のような先端
が曲がっているクリップ等を用いて作業
を行ってください。 注）この時、ホ－ルドバネの真ん中の隙間では

　　なく下側や上側にクリップ等を差し込み、
　　昇降コ－ドを通してしまいますと、ストッ
　　パ－不良の原因になりますので、慎重に確
　　認して作業を行ってください。

まず最初に、ＯＰストッパ－本体の手前からキャリアの中にあるホ－ルドバネ
（金色の金物）を確認します。次にクリップ等の先端が曲がっている方をホ－
ルドバネの隙間に差し込みます。
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昇降コードが完全に切れてしまっている場合

まず交換用の昇降コードを用意してください。昇降コードの長さは次の計算式で算出してください。

ｎ：昇降コード本数　　Ｗ：製品幅(ｍ)　　Ｈ：製品高さ(ｍ) Hop：ワンボールの長さ

ｎ

２
ー（Ｈ＋Hop＋０.２）＋ ×Ｗｎ×

ご注文時には製品名、サイズ、色、必要ｍ数をご連絡ください。製品名、サイズ、色はメンテナンスシールに記載してあります。
（メンテナンスシールの見方は「メンテナンスシールの見方」のページをご覧ください）

対応製品：シルキー、　シルキーカーテンのワンポール式
　　　　　　（平成12年4月以降に販売した商品に対応します。それ以前の商品につきましてはお問合せください）
必要工具：マイナスドライバー、ライター、はさみ、ラジオペンチ、クリップ

昇降コードの交換方法（ワンポール式）

ブラインド

メンテナンスマニュアル
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　　ＯＰストッパ－に新しい昇降コ－ド
　　を通し終わりましたら、ＯＰストッパ
－単体で数回昇降コ－ドを引っ張り、ス
トッパ－の効き具合を確認してください。

　　⑤で動作を確認したのち、ＯＰスト
　　ッパ－ケ－スの爪をサポ－トの穴に
差し込み、しっかりと嵌合させてください。

　　ＯＰストッパ－からでている昇降コ－ドを次に操作ギヤに通します。操作ギヤには、
　　十字にコ－ドピンが取り付いていますので、下図のように昇降コ－ドを通してください。

　　操作ポ－ルの中に昇降コ－ドを通し
　　ます。特に３本昇降コ－ドの場合は、
コ－ドどうしが絡み合わないように注意
して通してください。
操作ポ－ルの中に昇降コ－ドがまだ残っ
ている場合は、残っているコ－ドと新し
いコ－ドをライタ－等で溶着した方が操
作ポ－ルに通す手間が省けます。

　　昇降コ－ドの長さをグリップにイコライザ－がきれいに納まり且つ左右のスラットが水平になるように調整してください。　　　
　　グリップにイコライザ－がきれいに納まるように、グリップは可動（２ｃｍ程度）するようになっています。

　　③で外したテープドラムにラダーコ
　　ードを取付け、サポートに組み込み
ます。

　　①で抜き取ったシャフトを、ギヤに
　　入る長さの位置に合わせ差込みます。

※ヘッドボックス端部から約５mm マイナ
スした位置です。（この時、サポートの
向きが全て同じになるようにしてください。）

下図のように、クリップ等の先端の曲がっている方に新しい昇降コ－ドの先端を引っかけ、
ゆっくりと引っ張ってください。
ＯＰストッパ－本体から新しい昇降コ－ドの先端が出てきましたら、昇降コ－ドの方を引っ
張り確実に引き出してください。またこの作業は、昇降コ－ド１本ずつ行ってください。
２本又は３本の昇降コ－ドを同時に通しますと、ホ－ルドバネを押し広げるばかりでなく、
コ－ドが乗り上げた状態になりやすく、ストッパ－不良の原因にもつながりますので避けて
ください。

昇降コ－ドを通す順番としては、以下の
とおりです。右操作、左操作共、手前
（室内）側が操作側の短コ－ドとなります。
また昇降コ－ドが綺麗に整列した状態で
あることを確認してください。

■３本昇降の場合 ■２本昇降の場合

　注）上図のように昇降コ－ドをイコライザ－に
　　　固定する際は、コ－ド１本ずつを結んでと
　　　めてください。また昇降コ－ドの先端は、
　　　切ったままの状態にしますとほつれる場合
　　　がありますので、ライタ－等であぶり固め
　　　てください。
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